
「王子公園再整備基本方針（修正素案）」からの変更点 

 
３．再整備の基本目標とゾーニング 【P６～７】 

(1)５つの基本目標 

・② 学術・文化拠点のシンボルの創出に大学誘致にあたっての５つの視点を追加 

変更前 変更後 

 誘致にあたっては、「大学運営（教育・研究

内容等）」「地域貢献」「地域経済」「都市

計画・景観等」「安定性・継続性（財務・会

計）」の５つの視点を重視します。 

 
・④公園とスポーツ施設のリノベーションと魅力向上に「安全・安心に配慮した」を追加 

変更前 変更後 

公園のエントランスに「（仮称）緑の広場」

を整備するなど、憩い・くつろげる空間を拡

張し、より開放的な公園とします。 

公園のエントランスに「（仮称）緑の広場」

を整備するなど、憩い・くつろげる空間を拡

張し、安全・安心に配慮した、より開放的な

公園とします。 

 
 (2)ゾーニング 

 ・ゾーン名称「緑の広場」と「シンボルプロムナード」を統合 

 ・ゾーニングの考え方にシンボルプロムナードの説明を追加 

変更前 変更後 

【ゾーン名称】 

 緑の広場、シンボルプロムナード 

【ゾーン名称】 

 緑の広場、シンボルプロムナード 

【シンボルプロムナードの説明】 

緑の景観軸として、緑の広場から王子公園内

の各ゾーンを結ぶシンボルプロムナードを整

備 

【シンボルプロムナードの説明】 

緑の景観軸として、緑の広場から王子公園内

の各ゾーンを結ぶ快適な遊歩道「（仮称）シン

ボルプロムナード」を整備 

【ゾーニング】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゾーニング】 



 

４．再整備による各施設の方向性  【P８】 

  ・再整備による各施設の方向性に「桜をはじめとする」を追加 

変更前 変更後 

整備にあたっては、樹木の保全や新たな植樹、

建物の高さやデザイン、壁面緑化等により、公

園全体として六甲山の山並みと調和した良好

な景観を維持・創出できるよう配慮します。 

整備にあたっては、桜をはじめとする樹木の保

全や新たな植樹、建物の高さやデザイン、壁面

緑化等により、公園全体として六甲山の山並み

と調和した良好な景観を維持・創出できるよう

配慮します。 

 


